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週報
2022-2023年度国際ロータリーのテーマ

2022-2023年度国際ロータリー第2690地区のスローガン

ロータリーの素晴らしさを体感しよう！
2022-2023年度岡山北ロータリークラブのスローガン
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直前会長� 杉　本　康　成
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会　長（理事）� 廣　野　景　治
副会長（理事）� 皆　木　英　也
幹　事（理事）� 中　山　賢太郎
副幹事� 杉　山　栄　洋
会　計� 山　本　和　秀
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本日のメニュー：夜間例会特別メニュー
次回のメニュー：和食

「夜間例会」
　　　夜桜の宴

「喜寿を迎えて」
　　　　　　小　野　和　倫 会員
「古希を迎えて」
　　　　　　谷　本　　　章 会員
　　　　　　前　田　俊　彰 会員

スケジュール4月のお祝い行事
　会員誕生日：�青木、浜田、永山、双田、杉本、
　　　　　　　髙橋、山本（宣）君
　結婚記念日：皆木君

次回４月４日のプログラム

２日㈰　イチゴ狩り親睦ツアー
４日㈫　12：30～例会
　　　　13：40～第10回理事役員会
７日㈮　国際奉仕事業 カンボジア
11日㈫　12：30～例会
16日㈰　地区研修・協議会
18日㈫　12：30～例会：地区研修・協議会の報告①
25日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）

４月　母子の健康月間

２日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
９日㈫　12：30～例会
　　　　13：40～第11回理事役員会
16日㈫　19：00～例会：会場移動夜間例会
23日㈫　例会取消し（定款第7条第1節）
30日㈫　12：30～例会

５月　月間

出席の状況
　会 員 数　50名（出席免除者0名）
　　　　　　出席者数　31名
　　　　　　欠席者数　19名
　出 席 率　62.00％

前回３月14日の例会記録



１．ロータリーの友3月号、ガバナー月信Vol.9 を配付しております。
２．本日例会終了後13：40より3F「トパーズの間」において「第2回被選理事役員会」が開催

されますので、次年度理事役員の皆様はよろしくお願いいたします。
３．次週3月21日（火）の例会は定款第7条第1節により取消しとなっておりますのでお間違い

のないようお願いいたします。
４．3月28日（火）は19：00より、グランヴィア4F「フェニックスの間」において「夜間例会 

夜桜の宴」を開催いたします。本日皆様にご案内をメール又はFAXで送らせていただき
ますのでご出席くださいますようお願いいたします。この日のお昼の例会はございません。

５．ハイライトよねやまVol.276、他クラブ週報を回覧いたします。

幹事報告

廣野君：岸本次期会長、いよいよ次年度への準備がスタートです。本日はPETSの報告をよろ
しくお願いします。

　　　　奉仕プロジェクト委員会をはじめ会員の皆様、今月はTシャツ贈呈式、チューリップ
企画、清掃活動と奉仕事業が続きますが、よろしくお願いします。

米林君：ロータリーの友誌に前回は川柳を、今月号は俳句を掲載頂き嬉しく思っています。
岸本君：本日PETSの報告をさせて頂きます。
浜田君：補聴器を紛失してしまいました。しばらくの間呼ばれても気付かないかもしれません。

お手間をかけますが、近くまできて声かけて頂けると有り難いです。
杉山君：誕生日と結婚記念のお祝いを頂戴しありがとうございました。

Ｓ．Ａ．Ａ．

会長挨拶
　本日は、岸本次期会長からPETSの報告と例会後には第2回被選理事会という
ことで次年度の会長方針、組織の発表があり、いよいよ次年度に向けての準備が
スタートします。私もバトンを渡す準備、そして来年の創立55周年に向けての準
備も進めていかなければなりませんので、皆様のご協力をよろしくお願いします。
　また、昨日迷いながら新しい事務局を訪問してまいりました。窓がなく、限ら
れたスペースですが、とてもきれいな部屋で整理されていました。杉本直前会長、

谷本さん、中山幹事ありがとうございました。
　3月10日に浦安総合体育館で、ミニバスケットボールの全国大会に出場する西南男子ミニバスケッ
トボールチームに記念Tシャツの贈呈式を行ってまいりました。子供たちが全国大会に向けての練習
を行うとのことで、奉仕プロジェクトの少人数で参加することとしました。確定申告の多忙な中、
上野山委員長、砂田委員長、そして、正保委員長、中山幹事と私の5名で行ってまいりました。3/26
には妹尾小学校近くの緑道整備・清掃の奉仕活動を実施予定です。皆様のご協力に感謝申し上げます。

出席報告

スマイル

幹事報告



会報委員会　副委員長　　堀川　洋子　会員

「ロータリーの友3月号」の紹介
　3月は「水と衛生月間」。特集記事の「地域の森活用術！」で国内の森林の荒廃
が問題となっており、全国のロータリークラブの植林活動や整備活動記事と次期
RI会長のゴードン・マッキ

ナリー氏への質問コーナー、会長テーマ「世界
に希望を生み出そう」についての記事を紹介。
そして、俳壇コーナーに米林会員の句が掲載さ
れていることを紹介いただきました。

事務局移転

　長年の懸案事項だった事
務局移転を実施することが
できました。3月6日から新
しい事務局の運営がスター

トし、谷本会員から引越の様子のスライドを投影して報告をいただきました。本当にお疲れ様でした。
皆様も是非、お立ち寄りください。

長野北ロータリークラブを訪問

　長野北RC例会を訪問し、長野で頑張っている
自社スタッフの入会をお願いしてきました。同
じ北ロータリークラブへの入会を推薦し、バナー
交換もしてまいりました。岡山北RCとほぼ同じ
規模のクラブでした。

委員会・活動報告

高畠会員



日時：3月10日（金）19：00～
場所：浦安総合体育館 　　　

参加者：廣野会長・中山幹事・上野山社会奉仕委員長・
正保青少年奉仕委員長・砂田職業奉仕委員長

西南男子ミニバスケットボールチーム
全国大会出場記念　Tシャツ贈呈式

　第54回全国ミニバスケットボール大会に出場する西南男子ミニバスケットボールチームに記念T
シャツの贈呈式を行いました。
　「東京オリンピックが開催されたあの代々木体育館での試合に勝って、そしてチームの仲間と楽し
い思い出をつくって下さい。」との会長挨拶の後に、キャプテンにTシャツを贈呈し、子どもたちか
ら御礼の挨拶と沢山の笑顔をいただきました。
　引き続き、岡山北RCのメンバーから子どもたちにTシャツを手渡し、また、皆様からいただいた
寄付金と池田動物園への協賛事業でいただいた招待券を贈呈しました。子どもたちは早速、大はしゃ
ぎしながら岡山北ロータリークラブの名前がプリントされているTシャツに袖を通し、全国大会に向
けての練習をはじめました。
　岡山北RCが2014―15年度に地区補助金事業で実施した「福島－岡山交流ミニバスケットボール大
会」において、西南ミニバスケットボールチームには多大なご協力をいただいた経緯から、今年度の
事業を実施させていただきました。
　また、西南男子ミニバスケチームの子ども達は地域への感謝と環境教育の一環として、3/26に妹尾
小学校近くの緑道整備・清掃の奉仕活動を実施し、私たち岡山北RCの有志も一緒に活動予定です。
会員の皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。

第54回全国ミニバスケットボール大会
男子：３月30日～31日　開催　
会場：国立代々木競技場体育館



　岸本次期会長からPETSの報告がされ、次期RI会長、並びに2690地区ガバナー
の紹介とスローガンの発表がありました。

　また、例会後には第2回被選理事会が開催
され、次期会長の基本方針（案）が発表され
ました。

次期会長　岸　本　達　也 会員 

「PETSの報告」

1

『継続』 と 『変化』
継続とは 以前のリーダーたちの

良いアイディアを前進させること

継続と同時に変化に対して
オープンで前向きになりましょう。

4

2023ー24年度 RI会長
ゴードンR・マッキナリー
サウス クイーンズフェリー

ロータリークラブ
（英国スコットランド）

エディンバラの王立高校 ダンディー大学卒業
（口腔外科 大学院学位取得）

◇長老会 リーダー
◇クイーンズフェリー教区会衆派教会理事会 会長
◇スコットランド国教会総会 コミッショナー 他

◇1984年、26歳でロータリーに入会
◇グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長と副会
長

RIの理事と委員会メンバー（2022年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、
運営審査委員長など）

◇英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレ
ン」後援者
その他、多くの持続可能な人道支援活動を後援。

2

『平和』 と 『希望』
平和とは、希望が根付くための土壌

世界に平和をもたらし、紛争の影響を
受けた人々を癒し、希望を取り戻す事

世界と自分自身の中で

平和を築くことに力を注げば、
ロータリーはより平和でより希望のある

世界を築く手助けができる。

5

RI会長テーマ
Create Hope in the World
『世界に希望を生み出そう』

3

『RI会長強調事項』
ローターアクトクラブと協力し、

支え合う新しい方法の模索

女児のエンパワーメント

DEI （多様性・公平性・包摂性） の促進
ポリオの根絶

行動計画の実践

メンタルヘルス
6



�
会報委員会：永山雅己、堀川洋子、難波佳那、髙取　新

『女児のエンパワーメント』
世界中の少女が強く
十分な魅力を身につけた女性へと

成長できるように支援する。

7

『メンタルヘルス』
新型コロナウウィルス流行の結果として
多くの人が傷つき、身近な人を失い、

社会的なつながりが絶たれています。

最も傷ついている世代は、
教育の機会を妨げられた

子供や若者です。

助けを求める事は弱さであると考え、
助けを求める事は勇気が必要です。

他の人を助ける事で、自分自身が
ストレスが軽減され、気分がよくなり
私たち自身のメンタルヘルスと幸せのためになる。

13

重点目標

2.地域のニーズに合致した
奉仕活動の実施

地区補助金、グローバル補助金の活用

3.ロータリー賞の取得を目指す。

19

『ポリオ根絶』
ポリオの根絶が依然として

ロータリーの最優先事項である。

今、私たちが必要なのは更なる挑戦

世界の主要都市でポリオが発生し
再び注目が集まっている。

世界の子供を脅かす流行が
発生する前にポリオを
根絶できるという希望を
生み出すために皆さんの力が必要です。

10

16

『DEIの促進』
単に会員数を増やすことを

意味するわけではありません。

DEIの最も重要な側面は、
ロータリーをどこからであれ
最高の人材
最高のアイディア
最高のパートナーシップを
受け入れるオープンで
インクルーシブな組織にすることです。

8

『次年度の私たちの計画』
世界に平和をもたらし、

紛争の影響を受けた人々を癒すこと

助けを求める事に対する
社会的な偏見をなくすこと

これらの活動全てにおける目標は
破壊的な紛争から世界が
立ち直れるように、

希望を取り戻すことです。

そうすれば、私たち自身の為に
持続可能な変化をもたらすことが可能となります。

14

4.ポリオ根絶への協力
世界ポリオデー（10月24日）に

あわせてのイベント開催

ポリオプラスへの寄付 30米ドル／人
ポリオプラスへの寄付ゼロクラブゼロを目指す。

5.ロータリー財団への支援
年次基金への寄付 150米ドル／人
年次基金への寄付ゼロクラブゼロを目指す。

6.ロータリーカード取得・利用の協力
20

『ローターアクトクラブと協力』
過去数年間、ローターアクトに力を与えると約束し、

ロータリーの全面的なパートナーとなりました。

ローダアクターは、リーダーになることへの熱意を示し、
私たちにロータリアンを勇気付けています。

RCとRACがお互いに協力し
支え合う新しい方法を
みつけられるかどうかは、
私たちロータリアンに

かかっています。
11

2023-24年度地区目標
地区スローガン
「希望の種を播きましょう。

育てましょう。」

17

DEIとは
「多くの人を分け隔てなく あたたかく迎い入れる」こと

「寛容の心」 100年前から変わっていない。

9

世界と自分自身の中に
平和を築くことに力を注げば、
ロータリーはより平和で
より希望のある世界を

築く手助けができます。

世界に希望を生み出すよう、
心からお願い申し上げます。

15

7.米山奨学会への支援
普通寄付 5,000円／人
特別寄付 10,000円／人

8.メンタルヘルスへの対応
I.Mのテーマとしての検討

9. 2024国際大会への参加
シンガポール（2024.5.25～29）

各グループ10名以上
21

『行動計画の実践』
行動計画を実践する為には、
成果と実証された証拠に
基づいて奉仕プロジェクトを
立案する方法について
会員に話す必要があります。

奉仕に関わるすべての人と
オープンでインクルーシブで

思いやりのある心をもって接する。

世代や国境を越えて活動し、
関係を築くためのあらゆる機会を探す。

世界に持続可能な変化を生む
新しいアイディアや視点を進んで受け入れる。

12

最重点目標

1.会員増強
各クラブ純増 最低1名
地区会員数 3,000人に回復

18


